第2章 最初のプログラム

本章では、プログラムとプログラムを構成する“計算機の命令”を説明します。すごい処理を行う計算機ですが、計算機の実行できる命令はほんの少しです。この少しの命令を使って複雑な処理を実現します。ほんの少しの命令ですので、よく理解しておきましょう。

２－１　プログラムと命令　（命令は、プログラムで“文”と呼ばれる）

プログラムは、いくつかの行からできています。各行は文と呼ばれる（計算機への）命令です。これらの命令は、処理の流れを変える命令がない限り、上の命令から下の命令へと順に実行されます。

計算機の命令（文）は、次の５種類です。

	入力文
	キーボードからの入力
	変数名 = tohoin():東邦古谷だけの命令

	出力文
	画面への表示
	System.out.println(変数名);

	代入文
	変数へ数値や計算結果を格納
	変数名=数値；　変数名=計算式；

	条件文
	条件による分岐
	if(条件){条件を満す時の処理}

else{条件を満さない時の処理}

	繰返し文
	同じ処理の繰り返し
	for(変数初期設定；繰返し条件；変数値変更){

   繰り返し処理｝


以下に、これらの命令の意味、書き方、使い方を紹介します。

２－３　代入命令（代入文）　　（本章で扱う数値は全て整数とする）
代入とは、変数へ数値を格納（書き込む）することです。

代入には“=”マークを使いますが、これは”等しい”という意味ではなく”(”の意味であることに注意して下さい。
変数へ数値を代入する形式（フォーマット）は、次の４つです。

(i)　数値を直接代入する：　変数名＝数値；　（例　a=5;）

(ii)　変数の中身を、変数に格納：　変数名＝変数名；　（例　a= b;）

(iii) 数値や変数を使った計算結果を、変数に格納：　変数名＝計算式；（例 a= a+5;）


（注意！代入命令では、＝の左辺の変数の値は変わるが、右辺の変数の値は変わらない）

２－４　入力命令（入力文）

キーボードから数値（整数）を入力（読み込む）する命令です。

当面 TohoIn();　という命令を使います (Javaでの入力命令は煩雑なので、本テキストの著者が、簡単な命令TohoIn()を作りました)。

キーボードから整数を読み込み、変数に数値を代入するには次のようにします。

　変数名=TohoIn(); （例　i=TohoIn();）

（補足）TohoIn()は、数値をキー入力しEnterキーを押すと数値の入力が完了します。また、入力された数値は画面に表示されます。

２－５　出力命令（出力文）

(i) 数値を出力する場合：　System.out.print(変数名);（例　System.out.print(a);）

(ii) 文字列を出力する場合：System.out.print(“文字列”);

（例　System.out.print(“hello”);）

（補足）出力後改行する時はSystem.out.printの代わりにSystem.out.printlnを用います。

＜代入文、入力文、出力文を使ったプログラム例＞

　プログラム例１

これまでの命令を使ったサンプルプログラムを示します。

プログラム１：変数aに５を代入し、変数ｂに３を

代入し、ａとｂを乗算し結果を変数ｃに代入し、

結果を出力。

プログラム２：キーボードから数値をaという変数に代入し、aに1を加えて、結果を出力。


プログラム３：変数iに１を３回加える（変数iには最初(初期値)０を入れておく）


出力結果は３になります。

２－７　条件文（if 文）

ある条件を、満たすか満たさないかを判断し、それに応じて処理の内容をかえる場合には、if文を使います。If文には次の２つのフォーマットがあります。


if文の（条件）は、大きい、小さい、等しい、などの大小関係で次の記号を用います。

	大小関係
	java

	ａ＝b
	ａ＝=b

	ａ≠b
	ａ!＝b

	ａ＜b
	ａ<b

	ａ≦b
	ａ<＝b


＜if文を使ったプログラム例＞

プログラム４：変数aにキーボード

から数値を入力し、0が入力された時

だけerrorと出力せよ（0以外の時は

何もしない）、

プログラム５：変数aと変数ｂに数値

をキーボードから入力し、大きい方の

変数の数値を出力する。

プログラム６：変数ａに数値を

入力し、それが偶数なら”even”、

奇数なら”odd”と出力する。

プログラム７：変数a,bに数値を

入力し、大きい方の値から小さい

方の値を引いた数値を出力する。

(右のプログラムではa=bの時は

elseの方で処理されている)

（注）if文で、｛　｝の中が１行の場合は、カッコ ”{“ “}”を省略できますが、初心者の場合は、省略しないこと。

２－８　繰り返し命令（for文）

同じ処理を定められた回数だけ繰り返すには、for文を用います。for文では、繰り返し回数を制御する変数（以下、繰返し制御変数と呼ぶ。i, j, kを用るようにしよう）を用います。

for文は次の形式（フォーマット）で書きます。


for文が実行されると先ず、“繰返し制御変数の初期設定”が実行され、次に“繰返し条件”がチェックされ、条件が満たされていれば“繰返し実行するプログラム”が実行される。その後、“繰返し変数の変更”が行われ、再び“繰返し条件チェック”に戻ります。

（注）for文で、繰り返し実行するプログラムが１行の場合には、カッコ”{”　“}”を省略できますが、初心者の場合は、省略しないこと。

下図は上に書いたfor文の実行過程を流れ図にしたものです。右図はfor文の例です。


次のプログラムは、forが２重になった例で、２重ループのプログラムと呼ばれます。この場合の、繰返し制御変数 i, jと、変数a　の変化を次に示します。

右のプログラム最初のループは

i=0　j=0なので、aはa<=0+0+0で、aは０、次は

i=0,　j=1なのでaはa<=0+0+1で、aは１、次は

i=0,  j=2でなのでaは　a<=1+0+2で、aは3、次は

i=1　j=0でaはa<=3+1+0でaは4、次は

i=1,　j=1でaはa<=4+1+1でaは6、次は

i=1,  j=2でaは　a<=6+1+2でaは9、となる。

＜for文を使ったプログラム例＞

プログラム７：helloと100回出力する。

プログラム８：0から99まで出力する。

プログラム９：1から100まで出力する。

プログラム10：１～100までの和を計算して出力する（流れ図の例３）。


プログラム11：掛け算の九九を表示する。（２重ループの例）


演習問題：

（１）円周率は整数３とする。変数ｈに数値（半径）を入力すると、円の面積（整数）と円周長（整数）が出力されるようにせよ。

（２）変数aとbに適当な数値を入れておく（代入文）。aの中身（数値）とｂの中身（数値）を入れ替えよ。（ヒント：数値を一時退避する変数を用意する必要がある）

（３）キーボードから入力した数値を出力する処理を５回繰り返せ。

（４）１が入力されたらjan、２が入力されたらfeb、３が入力されたらmarと出力せよ。

（５）変数a, b, cに適当な数値を入れておく。これらの中の最大値と、最大値が入っている変数名を出力せよ。

（６）変数a, b, cに適当な数値を入れておく。これらの数値を、大きい順に出力せよ。

（７）画面に次のように表示せよ。２重のfor文とif文を使用せよ。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊　　　　　　　　＊

＊　　　　　　　　＊

＊　　　　　　　　＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（８）変数a, bに適当な数値を代入しておく。ａb(ａのb乗)を求めよ。

（９）変数(整数)a, b, cに適当な数値を代入しておく。a,b,cの和を３で割った値をｈに代入し、結果を出力せよ。

（整数同士の割り算では、割った結果は少数点以下は切捨てられることを確認すること）

（10）変数aに数値nを入力し、n! 即ち(1*2*…*n)を求めよ。

プログラム


命令（文）；


命令（文）；


　　：


命令（文）；





プログラム２


a= TohoIn();


a= a+1;


System.out.println(a);








プログラム１


a= 5;


b= 3;


c= a*b;


System.out.println(c);








プログラム２


a= TohoIn();


System.out.println(a+1);








プログラム３


i= 0;


i= i+1;


i= i+1;


i= i+1;


System.out.println(i);








プログラム３


i= 0;


i= i++;


i= i++;


i= i++;


System.out.println(i);








プログラム５


a= TohoIn();


b= TohoIn();


if (a<b){System.out.println(b);}


else {System.out.println(a);}








プログラム６


a= TohoIn();


b= a%2;


if(b==0){System.out.println(“even”);}


else{ System.out.println(“odd”);}








プログラム７


a= TohoIn();


b= TohoIn();


if(a<b){c= b-a;}


else{ c= a-b;}


System.out.println(c);








プログラム７


for( i=0; i<100; i++){


System.out.println(“hello”);


}








プログラム８


for( i=0; i<100; i++){


System.out.println(i);


}








プログラム９


for( i=0; i<100; i++){


System.out.println(i+1);


}








プログラム10


s=0;


for( i=0; i<100; i++){


s= s+(i+1);


}


System.out.println(s);








プログラム11


for( i=0; i<9; i++){


   for(j=0; j<9; j++){


  m=(i+1)*(j+1);


System.out.print(m);


}


System.out.println();


}





m(i * j





i= 1~9





j= 1~9





変数sowaに１～100を加えた総和を求めるプログラム





sowa=0;


for(i=0; i<100; i++) {


   sowa= sowa + (i+1);


}


System.out.println(sowa);











jの繰返し終了





iの繰返し終了





改行





mを出力





NO





次の文へ進む





繰返し制御変数の変更





繰返し実行すべきプログラム





YES





繰返し条件のチェック





繰返し制御変数の初期設定





int  i, a=0;


for( i=0;i<2;i++){


  　for( j=0; j<3;j++){


     　a= a+i+j;


 　 }


}





プログラムの計算式　：　プログラムでは、数学の“計算式”


ａ＋ｂ、ａ－ｂ、ａ×ｂ、ａ÷ｂ、ａ÷ｂの余り、を、


それぞれ、a+b,   a-b,   a*b,    a/b,     a%b,と書きます。


（計算式の例：　	a= b+5;  c= d*e;  f= g%3;  i= i+1;）


　i=i+1;はi++;、　i=i-1;はi--;と省略することができます。





if（条件）｛条件を満たすときの処理｝　


if（条件）｛条件を満たすときの処理｝else ｛条件を満たさないときの処理｝





プログラム４


a= TohoIn();


if( a==0){


   System.out.println(“error”);


}





for(繰返し制御変数の初期設定；繰返し条件；繰返し制御変数の変更)｛


　　繰返し実行するプログラム


｝











